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気
候
変
化
の
決
定
的
影
響
は

　
将
来
世
代
に

　
　
「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
温
暖
化

問
題
が
中
心
テ
ー
マ
に
な
る
。
最
近

梅
雨
が
お
か
し
く
て
す
ぐ
豪
雨
に
な

る
。
台
風
も
数
は
減
る
が
規
模
が
大

き
く
被
害
が
大
き
く
な
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
気
候
変
化
は
人
間
が
ま

た
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
原
因
は
、

大
気
中
炭
素
の
増
加
。
炭
素
を
ゼ
ロ

に
す
る
必
要
は
な
い
が
今
は
出
し
す

ぎ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床

コ
ア
計
測
に
よ
る
産
業
革
命
当
時
の

Ｃ
Ｏ
。
・
濃
度
は
２
８
０
匹
、
現
在
は

３
８
０
匹
で
さ
ら
に
増
え
続
け
て
い

る
。
　
そ
こ
で
、
低
炭
素
社
会
化
が
世
界

共
通
の
認
識
に
な
っ
た
。
気
候
変
化

問
題
で
決
定
的
な
被
害
影
響
を
受
け

る
の
は
将
来
世
代
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
今

後
１
０
０
年
間
で
地
球
平
均
気
温
は

最
大
６
・
４
℃
上
が
る
と
科
学
的
知

見
を
出
し
た
。
生
命
体
は
温
度
変
化

に
弱
く
、
３
℃
上
が
る
と
3
0
％
の
生

所
体
が
絶
滅
す
る
と
い
う
。
１
０
０

年
で
６
で
も
上
が
る
と
生
命
は
と
て

も
対
応
で
き
な
い
。

　
温
暖
化
防
止
は
共
通
だ
が

　
差
異
あ
る
責
任
。

　
１
９
９
２
年
の
「
リ
オ
サ
ミ
ッ

ト
」
で
、
採
択
さ
れ
た
「
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
」
に
は
ア
メ
リ
カ
を
含

む
１
９
４
カ
国
が
賛
同
し
世
界
の
共

通
認
識
に
な
っ
た
。
「
リ
オ
宣
言
」

に
は
、
「
共
通
だ
が
差
異
あ
る
責
任
」
、

つ
ま
り
、
気
候
変
化
問
題
は
み
ん
な

で
取
り
組
む
べ
き
だ
が
、
こ
れ
ま
で

Ｃ
Ｏ
。
を
大
量
排
出
し
て
き
た
先
進

国
の
責
任
が
重
く
、
責
任
に
は
差
異

が
あ
る
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

　
注
目
は
２
０
１
３
年
以
降
を

　
ど
う
す
る
か
？

　
9
7
年
1
1
月
ｃ
ｏ
Ｐ
３
（
第
３
回
締

約
国
会
議
）
で
合
意
さ
れ
た
「
京
都

議
定
書
」
は
、
２
０
０
８
年
か
ら

２
０
１
２
年
ま
で
の
世
界
全
体
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
決
め

た
歴
史
的
合
意
だ
。
ア
メ
リ
カ
は

２
０
０
１
年
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
離
脱

し
た
。
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
注
目
す

る
べ
き
議
論
は
、
①
京
都
議
定
書
の

達
成
状
況
。
②
２
０
１
３
年
以
降
の

将
来
枠
組
み
を
ど
う
す
る
か
？
に
あ

る
。
「
２
０
５
０
年
に
5
0
％
削
減
」

と
い
う
長

期
目
標
は

合
意
さ
れ

る
だ
ろ

う
。
し
か

し
、
現
在
の
排
出
量
割
合
、
先
進
国

5
0
％
一
途
上
国
5
0
％
で
、
途
上
国
の

成
長
を
考
慮
す
る
と
先
進
国
は
ゼ
ロ

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
な
提

案
だ
。
例
え
ば
、
世
界
の
自
動
車
の

保
有
台
数
は
現
在
約
８
億
台
。
仮
に

中
国
国
民
が
日
本
人
並
み
に
車
を
持

つ
と
約
８
億
台
に
な
る
。
「
美
し
い

地
球
」
実
現
に
は
、
「
石
炭
を
使
わ

な
い
」
、
「
自
動
車
を
な
く
す
」
と
い

う
「
文
明
史
的
転
換
」
が
必
要
だ
。

　
日
本
提
案
に
は
２
０
１
２
年
の

　
１
２
％
削
減
、
２
０
２
０
年
の

　
具
体
的
削
減
目
標
も
な
い
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
平
均
気
温
上
昇
を

　
「
２
℃
」
で
ス
ト
ッ
プ
す
る
た
め

に
、
Ｃ
Ｏ
ｊ
併
出
量
を
２
０
２
０
年

ま
で
に
2
5
～
4
0
％
以
上
の
削
減
が
必

要
と
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
２
０
２
０

年
ま
で
に
2
0
％
～
3
0
％
削
減
。
『
福

田
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
は
肝
心
の
京
都
議

定
書
の
達
成
計
画
も
中
期
目
標
も
な

い
。
日
本
は
9
0
年
比
で
Ｃ
Ｏ
ｊ
併
出

量
を
６
・
８
％
増
や
し
て
お
り
、
京

都
議
定
書
の
２
０
１
２
年
に
9
0
年
比

６
％
削
減
と
い
う
約
束
と
合
わ
せ
1
2

％
以
上
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
＊
福
田
ビ
ジ
ョ
ン
は
２
０
０
５
年

比
で
２
０
２
０
年
に
1
4
％
削
減
な
ど

基
準
年
を
勝
手
に
変
更
し
て
い
る
）

　
炭
素
貯
留
技
術
と
原
発
が

　
日
本
の
対
策
？

　
対
応
策
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
‘

排
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
。
を
貯
留
保
管
す

る
「
Ｃ
Ｃ
Ｓ
」
と
「
原
発
」
。
た
だ
し
、

原
発
の
根
本
問
題
「
放
射
性
ご
み
」

と
「
安
全
面
の
不
安
」
を
解
決
し
な

い
ま
ま
進
行
し
て
い
る
。
よ
り
重
視

さ
れ
る
べ
き
は
買
取
制
度
の
導
入
な

ど
で
「
自
然
子
羊
ル
ギ
ー
」
を
普
及

す
る
こ
と
だ
。

　
動
機
づ
け
は
「
環
境
税
」

　
Ｃ
Ｏ
。
削
減
の
効
果
的
な
動
機
づ

け
は
「
環
境
税
」
の
導
入
。
炭
素
に

値
段
を
つ
け
、
排
出
者
か
ら
お
金
を

取
る
こ
と
で
技
術
も
制
度
も
進
化
す

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
「
Ｃ
Ｏ
。

削
減
の
過
程
で
仕
事
が
増
え
雇
用
が

促
進
さ
れ
る
」
こ
と
だ
。
ド
イ
ツ
の

経
済
学
者
が
提
唱
す
る
「
環
境
破
壊

な
き
雇
用
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
考
え
方
か
ら
脱
出
し
「
環

境
も
雇
用
も
両
方
大
事
」
に
実
践
し

て
い
る
。
日
本
に
は
か
つ
て
の
公
害

対
策
や
省
子
不
技
術
、
自
治
体
環
境

政
策
の
実
績
が
あ
る
。
「
持
続
可
能

な
地
域
社
会
」
の
創
造
は
可
能
だ
。

＊
６
月
1
7
日
、
Ｗ
Ｓ
Ｆ
大
阪
の
主
催

　
し
た
講
演
を
藤
永
の
責
任
で
省
略

　
文
章
化
し
た
も
の
で
す
。
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